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この小特集は、W. パックル教授が日本学術振興会の招聘で来日されたのを機に、宗教改革
研究会(代表 倉塚平教授)と共催で開いたミニシンポジウムの記録である。パックル氏は、カ































成である。とくに P. ブリックレの Gemeinde Reformation と Frühtäufertum の関係は、言い換え

































質問にたいするパックル氏の応答は、ブリックレは Community Reformation を研究している。
この書物を注意深く読むと、農民戦争とこの Community Reformation の連続をある程度強調し
























































体 community of goods を導入したグループであった。スティヤーは、フートの教説、恐らく
トーマス・ミュンツァーに由来する—そういうことは彼を拒絶することになるし、これは強
調しすぎる言葉だが—フートの思想のなかでは、財産所有の問題が去来している。そしてそ














































ところが洪秀全はその後、広東のアメリカ人宣教師ロバーツ [Issacher J. Roberts—筆者補
注]のところへ行って(それまではパンフレットだけであったのを)初めて新約と旧約の全文を
読む。翻訳にはロバート訳 [R. Morrison, W. Milne 共同の漢訳新・旧約聖書『神天聖書』1823
年マラッカで出版—筆者補注]と、ドイツ人のギュッラフ—マルクスなどもよく引用してい


























































































































































































































治大学)において The Reformed Anabaptists Dialogue in 1530s と題するより専門的な報告をなさっ
ており、そのときのペーパーが、若干の加筆補正を経て同氏の編著 Radical Reformation Stud-
ies (Essays presented to James M. Stayer) ed. by Werner O. Packull and Geoffrey L. Dipple, Ashgate
1999 という論文集に “A Reformed-Anabaptist dialgue in Augsburg during the early 1530s” と題して
収められたことを付記しておきたい。
